
児童発達支援センタ ー での集団療育を通した心理的支援
抱える環境の提供 一

子ども発達支援センタ ー からふる 心理土 佐々木 彩 文

1 . 問題と目的

子どもに何らかの蹟きがある場合、 対人関係の中で新たな蹟きが後天的に生じることがある。 そ

れは、 対人関係での失敗経験が続くことによる基本的な信頼関係や自己肯定感の不十分さや心理的

な傷つきである （小林 ・ 鯨岡 2005）。 そしてその傷つきがまた対人関係での失敗経験を招き、 傷

つきやすさを強化するというスパイラルを生じさせる。

傷つきやすい子どもへの対応として、 精神分析的心理療法では支持的関わりが重視される。 その

中心概念として、「抱えること」（Winnicott 1986）と「心的抱っこ」（平井， 2011）が挙げられる。

前者は、 支援者が子どもに、 自由に表現したり安心して遊んだりすることができるような心的空間

を与えることである。 つまり、 子どもを心理的に抱えていこうとする態度である。 子どもを傷つき

から守り、 子どもの心が奈落の底に落ちていくのを守ろうとする、 積極的で献身的な関わりとも言

うことができる。 後者は、 子どもが考えられない感情について、 支援者が積極的に代わりに考えて

言語化することを通して子どもの不安を軽減しようとする態度である。 Winnicott (1986）は「抱

えること」がなされる環境のみを「抱える環境」としているが、 本研究ではさらに幅広い意味で、

「抱えることJや「心的抱っこ」がなされる環境を「抱える環境」と定義する。

児童発達支援センタ ー での療育においては子どもと家族を抱えることに加えて家庭を、 子どもを

しっかりと抱える環境として十分に活性化させることが重要だと考えられる。 療育の中で支援者が

子どもに関わるのは短い時間である一 方、 家族が子どもへ関わる時間は誰よりも長いためである。

以上を踏まえ、 本研究では児童発達支援センタ ー における、 支援者から子どもと家族への直接的な

「抱える環境」の提供と家族の「抱える環境」機能の強化の重要性について検討を行う。

2. 方法

(1) 対象者

子ども発達支援センタ ー からフルに通う年長児のAくん。

(2）期間

平成26年8月から平成27年3月までの月2回、 2時間のペ ー スで実施した。

(3) 実施者

心理士である筆者と保育士l名の2人で担当した。

(4) グルー プの特徴

年長の男児4名である。

(5) 活動内容

集団療育として、 ①ア ー トセラピ 一 、 ②ソ ー シャルスキルトレ ー ニング（以下：SST）、 ③
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